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連星中性子星合体からの重力波はKAGRAをはじめとした次世代地上重力波干渉計のメインターゲットのひと
つであり、年間数回のイベントが観測されると予想されている。連星中性子星合体からの重力波および電磁波の
検出によって、全く新しい天文学が開かれるという期待が高まっている。
連星中性子星合体からの重力波の検出に成功した際、より多くの情報を引き出すために、また合体に付随する

電磁波を予想するために、連星合体の理論計算が精力的に進められている。その中でも、特に数値相対論による連
星合体にシミュレーションは、重力場・流体のダイナミクスを同時に解くことができる非常に強力な手段である。
これまで我々は、さまざまな質量、状態方程式について連星中性子星合体シミュレーションを行ってきた。本

講演では、数値相対論シミュレーションから得られた連星中性子星合体からの重力波の波形や、重力波波形から
中性子星物質の情報を読み取る方法などを紹介する。
連星中性子星合体に伴って一部の質量が放出される。この質量放出に伴う多様な電磁波放射が期待されている。

また放出物質は r過程元素を多く含むため、合体に伴う放出物質の量を理解することは、宇宙の化学進化を理解
するためにも重要な役割を果たす。本講演では、質量放出の機構や数値相対論シミュレーションから予想される
放出物質の質量について紹介する。また、ショートガンマ線バーストGRB 130603Bに付随した赤外線での増光
が連星中性子星またはブラックホール・中性子星連星合体の質量放出でよく説明できることも紹介する。


